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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】野菜や果物、魚貝類といった生鮮食料品の他、
工業製品や日用品などの洗浄対象物を少ない個数の超音
波振動子で効果的に超音波洗浄することができる装置を
提供する。
【解決手段】超音波洗浄装置５１は、卓上型で、矩形の
ハウジング５２の内部に上方が開口した洗浄槽５３を有
する。洗浄槽５３は円筒形であって、その底部外面に３
個の超音波振動子５４が底部中心に対して放射状に取り
付けられている。洗浄槽内への洗浄水の供給は、洗浄槽
５３の底部中心に設けられた給水／排水口６３から行わ
れる。洗浄対象物の超音波洗浄は、例えば、洗浄水供給
バルブ５７を開いて給水／排水口６３から供給される洗
浄水を洗浄槽５３に充填し、洗浄槽５３に収容された洗
浄対象物が洗浄水に浸漬された状態で図略の制御手段に
よって超音波振動子５４を駆動させることで行う。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄対象物を超音波洗浄するための装置であって、洗浄槽が円筒形で、その底部外面に
少なくとも１個の超音波振動子が取り付けられており、洗浄槽内への洗浄水の供給を下方
から行うとともに、洗浄に用いた水を洗浄槽内からオーバーフローさせることによって洗
浄槽の外部に排出することができるようにしたことを特徴とする装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、野菜や果物、魚貝類といった生鮮食料品の他、工業製品や日用品などの洗浄
対象物を超音波洗浄するための装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波洗浄装置は、古くから精密機械部品やメガネなどを洗浄するために汎用されてい
るが、近頃では野菜や果物といった生鮮食料品などの洗浄にも利用されている。その代表
的なものは、矩形の洗浄槽の内部に洗浄籠を着脱自在に備えたものであって、洗浄槽の内
部全体に洗浄効果を行き渡らせるため、多数の超音波振動子が洗浄槽の底部外面に取り付
けられている（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２５５２７１公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで本考案は、生鮮食料品の他、工業製品や日用品などの洗浄対象物を少ない個数の
超音波振動子で効果的に超音波洗浄することができる装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の点に鑑みてなされた本考案の装置は、請求項１記載の通り、洗浄対象物を超音波
洗浄するための装置であって、洗浄槽が円筒形で、その底部外面に少なくとも１個の超音
波振動子が取り付けられており、洗浄槽内への洗浄水の供給を下方から行うとともに、洗
浄に用いた水を洗浄槽内からオーバーフローさせることによって洗浄槽の外部に排出する
ことができるようにしたことを特徴とする。
【考案の効果】
【０００６】
　本考案によれば、生鮮食料品の他、工業製品や日用品などの洗浄対象物を少ない個数の
超音波振動子で効果的に超音波洗浄することができる装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本考案の超音波洗浄装置の一例の内部構造を模式的に示す正面図と平面図である
。
【考案を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本考案の超音波洗浄装置を図面に基づいて説明するが、本考案の超音波洗浄装置
は以下の記載に限定して解釈されるものではない。
【０００９】
　図１は、本考案の超音波洗浄装置の一例の内部構造を模式的に示す正面図と平面図であ
る。この超音波洗浄装置５１は、卓上型で、矩形のハウジング５２の内部に上方が開口し
た洗浄槽５３を有する。洗浄槽５３は円筒形であって、その底部外面に３個の超音波振動
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子５４が底部中心に対して放射状に取り付けられている。洗浄槽内への洗浄水の供給は、
洗浄槽５３の底部中心に設けられた給水／排水口６３から行われる。洗浄対象物の超音波
洗浄は、例えば、洗浄水供給バルブ５７を開いて給水／排水口６３から供給される洗浄水
を洗浄槽５３に充填し、洗浄槽５３に収容された洗浄対象物が洗浄水に浸漬された状態で
図略の制御手段によって超音波振動子５４を駆動させることで行う。洗浄作業の途中や洗
浄作業を終えた後に洗浄槽内に追加の洗浄水が給水／排水口６３から供給されると、洗浄
に用いた水は洗浄槽５３の下方から上方に移動し、洗浄槽内に所定の容量を超える洗浄水
が供給されることで、洗浄に用いた水はオーバーフローして洗浄槽５３の外部に排水パイ
プ５９を通して排出される。なお、洗浄槽内の洗浄水や洗浄に用いた水は、排水バルブ６
０を開いて給水／排水口６３から排出することもできる。
【００１０】
　上記の超音波洗浄装置５１は、洗浄槽５３の底部外面に取り付けられた超音波振動子の
個数が３個であるが、洗浄槽５３の底部外面に取り付けられる超音波振動子の個数はその
他の個数であってもよい（超音波振動子の個数が複数の場合には洗浄槽５３の底部中心に
対して均等に配置されることが望ましい）。また、上記の超音波洗浄装置５１は、ハウジ
ング５２の上部に取っ手が取り付けられていてもよいし、底部にキャスターが取り付けら
れていてもよい。また、ハウジング５２の上面を覆う蓋を有していてもよい（洗浄対象物
の洗浄中に洗浄槽５３にゴミが入ったりすることの防止や騒音防止に効果がある）。また
、上記の超音波洗浄装置５１は、洗浄槽内に洗浄籠を備えていないが、洗浄槽内に洗浄籠
を備えてもよいことは言うまでもない。
【００１１】
　なお、上記の超音波洗浄装置５１は、野菜や果物、魚貝類といった生鮮食料品の洗浄に
適しているが、洗浄対象物は生鮮食料品に限定されるわけではなく、精密機械部品などの
工業製品やメガネなどの日用品などであってもよい。洗浄対象物が生鮮食料品の場合、用
いる洗浄水は純水であることが望ましい。しかしながら、用いる洗浄水は洗浄対象物の種
類に応じて適宜選択することができる。
【００１２】
（本考案の超音波洗浄装置の使用例）
　図１に示す本考案の超音波洗浄装置を用いて貝類の超音波洗浄を行った。具体的には、
図１に示す本考案の超音波洗浄装置の洗浄槽に市販の生きたアサリを複数個収容し、洗浄
槽内に洗浄水を供給してアサリが洗浄水に浸漬された状態で、２０～１００ｋＨｚの周波
数で１０～５０分間超音波洗浄を行うと、洗浄水が茶色く濁った。引き続き洗浄槽内に洗
浄水を絶えず供給することで洗浄に用いた水を洗浄槽内からオーバーフローさせながら超
音波洗浄を行うと、洗浄槽内の水が透明になった。こうして超音波洗浄を行ったアサリは
、貝殻の表面に付着していたゴミや汚れが見事に除去され、極めて美しい外観を呈するも
のであった。このアサリを用いて調理した味噌汁は、貝殻がきれいに大きく開いた、アサ
リ本来のうまみと香りを持つものであり、しかも、身はプリプリしていて噛んでも全くジ
ャリジャリしなかった。以上の結果は、図１に示す本考案の超音波洗浄装置が、円筒形の
洗浄槽を有しており、洗浄槽内に洗浄水を底部中心から絶えず供給することによって洗浄
に用いた水を洗浄槽内からオーバーフローさせながら洗浄対象物の超音波洗浄を行うこと
ができるものであることで、アサリを効果的に洗浄できたことによると考えられた。なお
、以上のようにして図１に示す本考案の超音波洗浄装置を用いて超音波洗浄を行ったアサ
リは、冷凍した後も上記と同じ味噌汁を調理することができた。
【産業上の利用可能性】
【００１３】
　本考案は、生鮮食料品の他、工業製品や日用品などの洗浄対象物を少ない個数の超音波
振動子で効果的に超音波洗浄することができる装置を提供することができる点において産
業上の利用可能性を有する。
【符号の説明】
【００１４】
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　　５１　　超音波洗浄装置
　　５２　　ハウジング
　　５３　　洗浄槽
　　５４　　超音波振動子
　　５７　　洗浄水供給バルブ
　　５９　　排水パイプ
　　６０　　排水バルブ
　　６３　　給水／排水口

【図１】
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